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ス ミス価値論における社会認識 の
構造(中)
5資 本家的商品の価値規定と価値性格
(1)剰余価値の源泉一投下労働価値論
(2)資本と労働との交換一支配労働価値論
6ス ミス三位一体範式
A労 働一賃金
B資 本一利潤(B途 中まで本号)
C土 地一地代
補論 価値=価 格
7主 体形成にむか う社会認識
野 沢 敏 治
5.資 本家的商品の価値規定 と価値性格
資本蓄積 と土地所有が導入される歴史理論的段階以降,労 働 と所有は分裂 し,
生産の主要当事者は土地所有者 と資本家 と賃労働者に分裂する。資本・賃労働関
係を生産の基本関係 とする資本家社会が登場す るρ この資本家社会では商品交
換 と分配の法則は どうなるか。ス ミスは資本家社会における商品の価値規定を
問題にすることによって,資 本家社会での商品の価値性格を赤 裸 々に語 りだす。
いったい,ス ミスは資本家社会での商品の価値規定において投下労働価値論
を放棄 したのか。放棄 した ともいえるが,放 棄 しなかったともいえる。いかな
る意味で双方のことがいえるのか。 また,そ れぞれのことにおいてスミスはな
にを究明のね らい としたのか。本節5の 課題はこれである。
(1)剰余価値 の源泉一投下労働価値論
重商主義 と重農主義を批判するなかか ら,ス ミスは富 と価値増加の源泉を生
産過程一般に もとめた。資本家社会での富の代表的形態は利潤 と地代である。
それ ら剰余価値の源泉をス ミスは資本によって雇傭 され る賃労働者の投下労働
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に もとめる。
は じめに利潤源泉を明示 してス ミスは次のように言 う。
「資財が特定の人 々の手中に蓄積 されて しまうやいなや,か れ らの うちの
あるものは・自然 とそれを,勤 勉な人 々に仕事をさせるのに使 用す るだろ う・
かれ らはその人々に原料 と生活資料を供給 して,そ の人々の製作物の販売に
　 　 　 の 　 　 げ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
よって,ま たは,そ の人 々の労働が原料の価値に追加するところのものによ
って,利 潤を得ようともぐろむだろ う。完製品を貨幣か労働か他の諸財貨 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 ノ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
交換す るさいに,原 料の価格 と職人の賃金を支払 うのに十分であるだろ うと
　 　 　 　 　 の 　 　
ころをなお越えて、あるものがその仕事の企業者の利潤 として与えられなけ
　
ればな らない。彼は この冒険に自分の資財を さらすのである。それゆえ,職
　 む り 　 　 　 　 　 　 　 　
人が原料に追加する価値は このばあいには二つの部分に分解 し,そ のうちの
一つはかれ らの賃金を支払い,他の一つはかれ らの使用者が前払い した原料
この り
と賃金 との全資財にたいする彼の利潤を支払 う。」
上にみ られるように,ス ミスにあっては資本家 と労働者にたいす る範疇規定
が不明確ではあるが,彼 の認識対象は とにか くも生産において資本 ・賃労働関
く　エ
係が支配 している社会である。 スミスは,ま ず,利 潤 と賃金の双方の価値が,
生産のなかで 「その人々 〔一職人〕の労働が原料の価値に追加するところのも
の」に,生 産のなかで「職人が原料に追加する価値」に,あ るとする。生産過程
で労働者が支出する全労働時間,投 下全労働量,と れが労働者の所産たる追加
価値である。追加価値は,原 料の既存価値にたい しては,労 働者に よって生産
原稿 受領1978年6月1日
(1)Aninquiryゴ宛'othenatureandcausesofthewealthofnations,
Vo1.1,ClarendonPress,Oxford,1976,pp65-66.(以下Wl>と略す)邦 訳頁 は次
の もので表示 す る。大 内兵衛 ・松 川七郎訳r諸 国民 の富 』1,岩 波 書店,1969年,
132頁。 なお,訳 文 と,引 用文 中の傍点お よび 〔 〕 は私 の ものであ る。
② ス ミス の労働者 にはお よそ三 つの タイ プが あ る。 まず,問 屋制前貸 資本家 にた い
してあ るてい ど独立的 な職 人(一 原料 を所有 しな いが道具を所有 す る)が存在 す る。
次 に,マ ニ ュフ ァクチ ャ経営 の資本 家に たい して非 自立的 な本来 の賃 労働者が存在
す る。第 三に,生 産手段 を所 有 してみず か ら働 く独立職 人が存在す る。ス ミスは ヨ
ー ロ ッパの現状 をみ て,半 自立的 労働 者 を加え た非 自立 的労働者 と独立職人 との比
を20:1と計 算 して いる。cf,,WN,p,83.邦訳,160頁。
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過程で生産された新価値である。利潤はこの追加価値の一部であ り,追加価値
の うちの一分解部分である。利潤は生産 された商品のなかにすでに含 まれてい
る。 このことによってス ミスは重商主義の利潤源泉把握を批判 し,上掲引用文
で製造業を例示 とすることによって,農 業にのみ剰余価値の源泉を認めた重農
主義を批判するのである。
ス ミスは追加価値に利潤 と賃金の双方を含 ませ,事 実上,利 潤を不払労働部
分 と把握 している。利潤は,「 原料の価格 と職人の賃金を支払 うのに十分であ
るだろうところをなお越えて」職人か ら領有されたものである。追加価値の う
ち,賃 金部分は資本家が労働者に支払 った価値であ り,利潤部分は資本家が労
働者に支払っていない価値である。利潤は資本家か らは未払いの労働部分であ
る。
利潤が不払価値だ とい う内的把握は,利 潤の主観的把 握のなかでではあるが,
以下のように,利 潤を資本家の不労所得とみなす把握につながっている。
「資財の利潤は,あ る特殊な種類の労働,す なわち監督 と指揮の労働の賃
金にたいする別名にすぎない と,恐 らく考えられるかもしれない。 しか し,
それはまった く連 ったものであ り・まった く異なる原理に よって規制され,
ここで考え られてい る監督 と指揮の労働の量,困 難 創意にまった く比例 し
ない。それは,ま った く,使用 される資財の価値に よって規制され,こ の資
財の大きさに比例 して大 きかった り小さかった りである。……多 くの大作業
場では,こ の種の労働のほ とんど全部はある主任書記に任せ られる。彼の賃
金が監督 と指揮の この労働の価値を適切に表現する。……そ して,こ の 〔運
営される〕資本の所有者は,こ のように してほ とんどすべての労働を免除さ
れるにもかかわ らず,な おも,彼 の利潤は彼の資本にたい して規則正 しく比
くおカ
例す るだろ うことを期待す る。」
さらに前頁の引用文を注意 してみれば,利 潤は等価交換を基礎 として実現す
るものだ とい うことが語 りだされている。隼産物にはすでに利潤部分が生産 さ
れて含まれているのだから,「その人 々の製作物の販売によって」獲得される
(3)VVN,PP66-67,邦 訳,132-133頁 。
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利潤 とは,価 値 どうりの販売に よって獲得される利潤である。また,「 完製品
を貨幣か労働か他の諸財貨 と交換するさいに」獲得され る利潤 とは,等 価交換
に よって獲得される利潤である。投下価値額以上の価値額が資本家の手にはい
るのは,購 買 した価値以上に販売することか らではな く,生産された価値 どう
りに販売することか らである。
次に地代源泉について,ス ミスは言 う。
「いかなる国の土地で もそれがすべて私的所有 となってしまうやいなや,
地主たちは,他 のすべての人 々とおな じく,自分たちがけ っして種をまかな
かった ところで刈 りとることを好み,土 地の野生の生産物にたい してさえ地
代を要求する。森の木や野原の草や,大 地のすべての野生の産物は,土 地が
共同所有であった ときには,労 働者にはそれ らを採集する労苦のみをかけさ
せたが,そ れ らは,か れに とってさえ,そ れ らの うえに固着 させ られた追加
価格を もつようになる。その時には彼はそれ らを採集する許可にたい して支
ノ
払わなければな らない し,彼の労働が収集または生産するものの一部を地主
ゆ
に引渡さなければな らない。」
地代の不労所得性は一 目瞭然であ り,労働者が投下する 「採集す る労苦」以
上に,労 働者によって支出された 「追加価格」である。 自己の生活に必要な賃
金を獲得するための採集労働,そ の労働にたい して支払われた報酬以上の 「追
加価格」は,当 然に,「 彼 〔一労働者〕の労働が収集または生産するものの一
部」である。地代は耕作農民が土地に投下 した労働の一部であ り,地代源泉は
耕作農民の労働にある。
だが,第 一篇第六章か らとった上の引用文からは,ス ミスの言 う 「労働者」
1abourerが借地資本家に雇傭される耕作労働 者であるのか,そ れ とも封建的
小作農民であるのかは判明 しがたい。そのため,地 代は資本家的地代なのか,
　
小作料なのかも判明 しがたい。そのような不分明さをのこすが,ス ミスが把握
(4)rVN,p.67。邦訳,134頁。
(5)第一篇 第六章で の地代 を資本 家的地代で あ ると論証す ることに ス ミスは成 功 して
いない。 この点 に問題 をみ いだ したのは羽鳥氏であ る。 同氏,『 古典派経 済学 の基
本 問題 』未来社,1972年,72-74頁。
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対象 とした地代は資本家的地代である。ス ミスにあっては,土 地所有 と資本蓄
積の導入以降に社会的分業が本格的に展開するか ら,地代は商品生産の展開を
前提 とする。商品生産者は借地資本家として登場する。第一篇第八章で彼は言
うo
「土地が私的所有になるやいなや,地 主は,労 働者がそ こか ら引きだ した
り収集 しうるほ とんどすべての生産物にたいす る分けまえを要求す る。彼の
地代は土地に使用 される労働の生産物からの第一の控除になる。
「土地を耕す人が,収 穫を刈 りとるまで 自分 自身を維持するための手段を
持つ ことは,め ったにない。彼の維持費は一般に親方の資財か ら彼に前払い
される。その親方は彼を使用す る農業者であ り,も しも自分が彼の労働の生
産物の分けまえにあずかれなかった り,または,.自分の資財が利潤を ともな
って回収されない とすれば,彼 を使用することになんの興味ももたないだろ
　
う。 この利潤は土地に使用 される労働の生産物か らの第二の控除になる。」
「労働者」 ・ 「土地を耕す人」が資本を所有する 「農業者」によって雇傭 さ
れる賃労働者であることが明示されている。地主は借地資本家に土地を賃貸 し
す る近代的地主 となる。地代は,借 地資本家が獲得する商品価値のなかで,農
業労働者の賃金 と借地資本家の利潤 とを こえる価値部分であ り,その源泉は農
業賃労働者の労働である。
利潤も地代 も不労所得である。では,両 者の内的関係はいかにあるか。 スミ
スは土地所有を資本家的生産に照応させるか ら,地代の直接的源泉は借地資本
家の利潤に,借 地資本家が農業賃労働者か ら獲得する不払労働部分に,あ る。
この不払労働部分は,労 働者の生活資料を生産するのに必要な社会的平均労働
を こえる剰余労働である。借地資本家はその剰余労働部分の価値を利潤 として
最初に取得する。剰余価値の第一次的形態であるこの利潤のなかに地主の地代
が含 まれ る。利潤 と地代の共通源泉は農業賃労働者の剰余労働であり,地代は
借地資本家カミ最初に取得する利潤のなかに解消される。
資本家は資本の私的所有者 として,ま た,生 産に共同的に関与する生産者 と
(6)WN,p.83.邦 訳,159頁 。
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して,労 働者が形成する追加価値の分けまえにあずかる。 この分配を,科 学者
ス ミスは,資 本所有者に よる労働者の追加価値生産物か らの 「控除」 と言 う。
分配範疇である利潤は,労 働者が形成す る追加価値か らの搾取である。
遣加価値は賃金部分の価値 と利潤部分の価値 とを含むか ら,追加価値はその
ままで剰余価値ではない。剰余価値は追加価値の一部である。賃金部分の価値
は生産過程で形成された現在価値ではあっても,生 産以前に資本家によって労
働者に前払いされた賃金を回収させる部分であるか ら,真の新価値ではない。
以上の ことを了解 した うえで,ま た,ス ミスの究明のね らいが追加価値の うち
の利潤部分であることをおさえた うえで,以 下の考察では剰余価値=追 加価値
とみなす。
ス ミス追加価値概念で注意すべきことは,追 加価値 と賃金価値 との関係であ
る。 この関係において価値の資本性格が語 られ る。追加価値の うちの賃金部分
は,生 産のは じめに資本家か ら労働者にすでに支払われている。一定額の賃金
は生産過程では じめに支払われた価値額以上の追加価値になる。資本家は 自分
の所有す る貨幣をもって,市 場にある生産手段一 「すでになされた仕事」 と労
働者一 「これか らなされるべき仕事」 とを購買する。前者は過去労働を体化 し
てお り,生産においてその価値を労働生産物にたんに移転させ るのみであ り,
それ 自身の価値を変 えない不変資本である。 これにたい して後者は,自 分にた
い して支払われる賃金価値以上の追加価値を生産する。資本家の手にある賃金
価値は可変的価値であ り,可変資本である。賃金価値は自分 自身の価値以上に
　
増加するとい う資本性格を もつ。
ス ミスの視点は価値増加の根因を労働にもとめることにある。価値増加能力
をもった労働者を購買す るものが可変資本であって,不 変資本は剰余価値の形
(7)可変資本の事実上の内容規定は第二篇資本論段階でもなされる。資本家の資本は
固定資本と流動資本とに分類される。 「それ 〔一流動資本〕の大部分は,常 に,年
々にまたはずっと短期間に,彼 〔一親方製造業者〕が使用するさまざまな職人のあい
だに分配される。それは,それらの原料の価値を,かれ らの賃金だけと,その事業
に使用された賃金と原料と営業用具の全資財にたいする彼 らの親方の利潤だけ,増
加する。」(WN,p.363.邦訳,565頁)
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成にたい して直接には無縁である。だからス ミスは資本家的商品の価値分析に
さい して不変資本部分を無視する。商品価値=可 変資本価値(v)+剰 余価値
(m)。いわゆるv+mの ドグマは彼にあっては正 しい。 剰余価値の源泉を探
究する視点か らみれば,価 値 といえば現在労働が生産過程で生みだす新価値で
あって,新 価値を生産 しない機械 ・原料等の旧価値は彼の理論的視野にははい
らない。
ス ミスは不変資本部分を理論的に無視する。 しか し,彼は,事 実 としては不
変資本価値が商品価値にはい りこむ ことを知っている。また,彼 は,価 値流通
の様式 とい う観点からみた不変資本中の固定資本の存在 も知っていた とおもわ
　
れる。彼が不変資本部分の存在を知っていた ことについては次の引用例によっ
てわかる。
　 　 　 　 　 　
「小麦粉 またはあら粉の価格においては,わ れわれは穀物の価格に粉屋の
ゆ
利潤 と彼の使用人の賃金 とを加えなければな らない。」
「資財が特定の人 々の手中に蓄積 されて しまうやいなや,か れ らの うちの
あるものは,自 然 とそれを,勤 勉な人々に仕事 をさせるのに使 用するだろ う。
かれ らはその人 々に原料 と生活資料を供給 して,そ の人 々の製作物の販売に
よって,ま たは,そ の人々の労働が原料の価値に追加するところの ものによ
　
って,利 潤を得 よ うとも くろむだ ろ う。…… も しも彼 〔資本所有者〕 が,彼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
の資財を彼に回収するのに十分であるところよりい くらか多 くを,か れ ら
〔勤勉な人々〕の製作物の販売か ら期待 しないのであれば,彼 はかれ らを使
ぐ　
用するのになんの興味ももたないだろ う。」
明らかに,粉 価格=穀 物価格+賃 金+利 潤,完 製品価値=投 下資本価値(原
料価値+賃 金価値)+利 潤,で ある。資本家的商品価値=C+V+mで ある・
だが前述 したように,な にが価値増加に貢献す るかとい う観点か らは,不 変
資本は意識的に無視される。土地所有 と資本蓄積が導入される段階以降ではド
(8)cf.,WN,P.118.邦 訳,213-214頁 。
(g)VVN,p.68.邦 訳,137頁 。
⑩VVN,pp.65-66.邦 訳,132頁 。
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く　ユヤ
労働の生産物はv+mの 追加価値を含んだ価値生産物のことである。
(2)資本 と労働 との交換一支配労働価値論
ス ミスは生産の内面的関係を把握 した。では彼は,資 本家社会での商品の価
値規定をどのような認識視角か らおこなったのか。価値規定においてなにを本
来の究明対象としたのか。
未開の本源的社会で商品の交換価値を規制す るものは,そ の商品の生産に投
下された労働量であ り,等量の労働を含んだ商品どうしが交換される。 これに
たい して,資 本家社会での商品の価値規定 と商品交換はどうなるか。 もちろん,
資本家社会でも商品の交換価値は投下労働量によって規制 され,商 品はそれの
価値 どう.りに交換される。ス ミスは事実上そのことを認めている。資本蓄積が
導入される段階以降の文明社会においても,商品の交換価値(=支 配労働量)
は投下労働量によって規制 され る。その一・例を引用 しよう◎
「金 と銀は,他 のあ らゆる商品 とおな じく,それ らの価値が変動 し,と き
には安 くときには高 く,購買するのにときには容易でときには困難である。
それ らのいかなる特定量でもそれが購買または支配 しうる労働量,Lまたほそ
れが交換され るだろ う他の諸商品の量は,そ のような交換がなされ る時にた
またま知 られている鉱山の多産性または不毛性に常に依存する。 アメリカの
豊富な鉱山の発見は,十 六世紀に,ヨ ーロッパの金 と銀の価値を以前の約三
分の一に下げた。それ らの金属を鉱山か ら市場までもた らすのにかかる労働
が少 くなるにお うじて,そ れ らがそ こへ もた らされた時には,そ れらは より
ご　　カ
少い労働を購買または支配できた。」
さらに内容的にみて,剰 余価値の源泉を労働に もとめたス ミスの理論か らす
れば,資 本家的商品の交換価値は投下労働量に等 しい。ス ミスは,追 加価値を
⑪ そ れ ゆ え,ス ミス は 不 変 資 本 をv+mに 還 元す る とい う一・見 して 無 意 味 な ご どを
お こな うの で あ る。cf.,VVN,p68.邦訳,136頁 。
⑫WN,pp.49-50.邦 訳,108-109頁。 同様 の例 と して,VVN,pp.205-206,263,
328-329.邦訳,342頁,429-430頁,520頁を参 照 され た い。 以上 の例 はす べ て ミー
クと羽 鳥 氏 が 以前 か ら指 摘 して い る と ころで あ る。cf.,R.LMeek,Studiesinthe
labourtheoryofvalue,London.1956.p.69.羽鳥 卓 也r古 典 派 資 本 蓄 積 論 の
研 究 』 朱 来 社,19εε年,33頁,36頁 。
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含んだ商品どうしの等価交換か ら利潤が実現す ることを認めていた。 したがっ
の 　 　 　 　 　 　
て,彼 は,事 実上において,資 本家的商品はそれの価値 どうりに交換されるこ
とを認め,資 本家的商品が交換において支配 しうる他商品の量(=そ の他商品
の追加価値を生産す る他人労働量)は 最初の商品の生産に投下 された労働量に
よって規制 されると認めている。支配労働量は投下労働量に等 しい。資本家社
会での普通の商品の交換価値を規制す るものは、労働者が生産過程で支出す る
ぐ　ヤ
労働である。文明の資本家社会においても投下労働価値論は妥当す る。
だが,資 本家社会には投下労働価値論の妥当 しない交換が存在す る。ス ミス
が注 目したのは この別の交換である。
「事物のこの状態 〔一 資本が特定の人 々に蓄積され る状態〕 においては,
労働の全生産物は必ず しも労働者に属するわけではない。彼はたいていの場
合に彼を使用する資財所有者 とそれを分けあわなければならない。 しかも,
　 　
いかなる商品で もそれを獲得または生産するのに普通に使用される労働の量
　 　
は,そ れが普通に購買 し支配 し,または交換され るべき 〔労働の〕量を規制
しうる唯一の事情ではない。明 らかに,あ る追加量が,賃 金を前払い しその
労働の原料を供給 した資財の利潤にたい して,当然支払われなければな らな
けの
い。」
ここで,二 度言われている 「労働の量」はなにをさすのか。ス ミスは,資 本
家社会で追加価値を形成する労働を流通場で表象される労働 としてつかまえて
いる。投下労働は賃金 と交換される労働に等置される。彼にあっては,価 値形
成労働は価値の一部分 と交換される労働として考え られている。最初の,「いか
なる商品で もそれを獲得または生産す るのに普通に使用 される労働」 とは,そ
の内容をみれば,資 本家所有の賃金 と交換 される労働者の労働力能であ る。 こ
れにたい して二番 目の,「 それが普通に購買 し,支配 し,または交換されるべ
き労働」 とは,「 それ」の交換対象 となる資本家的商品の追加価値を形成する
⑬ 久留間氏 は,ス ミスの資本家社 会 にお いて も生 産物 の価値 どお りの 交換 が前提 さ
れ てい ると,正 し く指摘 してい る。参照,同 氏 と玉 野井 氏 との共著r経 済学史 』岩
波書店,1954年,118頁。
⑭VVN,p.67.邦 訳,134頁。
■ 48 商 学 討 究 第29巻第1号
労働である。第一の 「労働」量は商品価値の うちの賃金部分の価値量に等 しい。
第二の 「労働」量は商品価値の全量に等 しい。価値量か らみて前老のほ うが後
者 よりも小さい。支配労働量〉投下労働量。
投下労働価値論が妥当 しない場合の商品 とはいかなる商品か。
労働ガの価値之等 しい価値をもった商品は,資 本家の手にある労働者の生活
資料である。労働老は自分を雇傭す る資本家か ら一定貨幣額の賃金を受け とり,
それで もって他の資本家から商品としての生活資料を買 う。前者の賃金貨幣も
後者の生活資料商品 も価値額 としては等 しく,全体 としてみれば,労 働者は自'
分を雇傭する資本家か ら直接に生活資料を購入するとみなす ことができる◎貨
幣は交換手段であ り,貨幣は商品の ヴェールである。投下労働価値論が妥当 し
　 　 　 　 　 　
ない とされるときの 「商品」は,資 本家が生産を開始するまえに労働者にたい
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
して所有 している商品である。ス ミスはこの商品の価値性格を問題にするので
ある。資本家社会では労働者の労働生産物はすべてが労働者のものになるので
はない。追加価値生産物 としての労働生産物、それの一部が労働者のものであ
り,他の一部は資本家のものである。 この ことは経験的に知 られ うる事実であ
る。ス ミスが着 目す るのは,資 本家 と労働者 とのあいだでお こなわれる特殊な
交換関係であ り,資本家が所有する賃金 「商品」の交換価値である。
生産過程の前と後をみれば次のようになる。資本家は一定価値額の商品を労
働者に与え,労働者はそれと交換にそれの価値額以上の価値をもった労働生産
物を資本家に引き渡す。それゆえ,資 本家が所有するこの商品の交換価値ば,
その商品(』 労働老を再生産す るのに必要な生活資料)の 生産に必要な投下労
働量に よっては規制 されず,資 本家が支配 しうる労働者の価値形成労働量に よ
って規制される。 ここでス ミスが問題 とする交換は,賃 金資本と労働 との交換,
対象化 されて価値をもった労働 と生 きた追加価値形成労働 との交換,こ れであ
る。資本と労働 との直接的交換は,質 的に も量的にもまった く異なる労働 どう
⑮ 第一版では,資本家社会では 「労働」のみでな く 「利潤」 も商品価値を規制しな
いと表現されている。利潤と同列におかれたこの 「労働」は価値の分配に関係する
労働である。次の引用文は,土地所有が導入された段階における資本家的商品の価
値規定についてのものである。
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ぐ　
しの交換であ る。それは,価 値の分配に関係する労働 と価値の生産に関係す る
労働 との,不 等労働量交換であ る。 このような交換は未開の本源的社会ではみ
られず,資 本家社会にのみ特殊な事態である。その歴史的特殊性をつかむため
に、ス ミスは,資 本家社会におけ る商品の価値は投下労働量によってではなく
支配労働量に よって規制されると表現 したのである。支配労働価値説は社会の
歴史的把握にとって意味をもつ。
投下労働量 よりも支配労働量のほ うが大きい。賃金価値に等 しい投下 「労働」
力量 よりも,賃金+利 潤の価値に等 しい投下全 「労働」量のほ うが大きい。.よ
'
り少い労働量 とより多い労働量 とが交換される。 このことか ら、明らかにス ミ
スは,労 働力と労働 とを範疇的に区別 していない。両者を一体的につかんでい
る◎理論的厳密性に欠けるこの点においてス ミスは責められるべきであろ う。
いったいにス ミスは本質分析的思考にす ぐれてお り,.範疇を論理発生史的に展
開させてい く力は弱い。が,一 体的把握方法において彼が客観的に語 りだす内
容は重要である。その内容 とは,資 本家社会の商品の質的性格は剰余価値論あ
るいは蓄積論の次元で具体的に特徴的に知 られるジとい うことである。商品と
はなにか,交 換価値 とはなにか,あ るいは,商 品において本来なにが究明の対
ノ
象 とされてい るのか。 これ らの問へ の答は,資 本 と労働 との交換論 のなかでは ・
っき りと語 りだされ ている。
賃 金 と交換 され る労働 は,生 産過程で,賃 金 と利潤 を含んだ価値生産物を生
産す る。労働者 の生活維持に必要 な賃金に含 まれてい る労働時間は,労 働者 が
生産過程で投下す る労働時間に対置 され る。三労働時間に等 しい賃金価値 は,
生産 のおわ りには,剰 余価値率を100%とすれば,利 潤部分 の価値であ る三労
働時間 とあわせた六労働時間 とな ってい る。資本家社会で は,貨 幣 または商品
「事物のこの状態においては,いかなる商品でもそれを獲得または生産するのに
普通使用される労働の量も,賃金を前払いレてその労働の原料を供給した資財の利
潤 もまた,それが普通購買し支配 し交換されるべき労働の量を規制 しうる唯一の事
情ではない。なおそのうえに第三の事情が考慮にいれられなければならない。それ
は土地の地代である。そして,その商品は,そ れを市場にもたらす人にこの地代を
'支 払いうるように,追加労働量を普通 購 買し支 配しそれと交換されなければなら
ない。」(VVN,p.67.邦訳,135頁。)
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の形態をとる賃金に対象化された一定労働量は,そ の賃金に含まれるよりも大
きな量の労働を購買 し支配す る。生産された追加価値の一分解部分,賃 金価値
が,追 加価値全部を購買す る。資本家の貨幣あるいは商品は価値増加す る。 ス
ミスが資本家社会でみたものは,価 値増加するとい う商品の資本的性 質である。
だから,資本家の商品の交換価値を真に尺度す るものは,そ の商品が支配 しう
る労働でなければな らない。支配労働に よって価値規定される商品,支 配労働
量によってその値 うちがはかられる商品,そ れは価値増加する資本である。
資本と労働 との交換は一回かぎ りではない。ス ミスは商品の交換価値の支配
労働性を,資 本と労働 との継続的交換のなかで,資 本蓄積 と拡大再生産のなか
で再確認する。
「文明国では,そ の交換価値が労働のみか ら生 じる商品はほんのわずか し
かなく,地代 と利潤が圧倒的大部分の商品の交換価値にたい して大きく寄与
す るように,そ の国の労働の年々の生産物は,常 に,そ の生産物を産出 し調
製 し市場にもた らすのに使用されたところよりもはるか多量の労働を,購 買
または支配す るのに十分であろ う。 もしもその社会が,そ れが年 々に購買 し
うるすべての労働を年 々に使用す るとすれば,労 働量は毎年大きく増加す る
であろ うように,後 続す るそれぞれの年の生産物は先行する年 のそれよりも
で　ゆ
はるかに大 きな価値をもつだろ う。」
ス ミスは地代 と利潤の双方を蓄積ファソ ドと想定 してい る。ある年の労働生
産物の価値は地代+利 潤+賃 金の合計価値に等 しいか ら,その労働生産物は,
賃金価値に等 しいその年の投下労働量 よりも,剰 余労働分の量だけ多くの労働
量を支配す る。第一年度末において価値増加 した年生産物は,第 二年度におい
て労働者を購買 して追加価値を生産させ る。第一年度末において資本家が所有
する年生産物一 年商品は,そ の商品の生産に投下された労働 よりも多量の労
働を第二年度において支配する。同様に,第 二年度末において資本家が所有す
る商品は,そ の商品の生産に投下された労働 よりも多量の労働を第三年度にお
いて支配す る。か くして,い ったん再生産の軌道が敷かれれば,当 年度の商品
⑯WN,p.71.邦 訳,142頁 。
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の交換価値は翌年度において支配 しうる労働量によって規制 される。当年度の
商品にそれにふ くまれ る労働 よりも多量の翌年度の労働を規則 的に支配できる。
当年度の価値所持労働は,継 続的生産においては,翌 年度の価値形成労働を支
配す る。資本 と労働 との継続的交換のなかでは,価 値は不断に価値増加 し,過
去労働はまさに現在労働を支配す る。商品の価値性格は,蓄 積 と拡大再生産の
なかでは,よ り多 くの他人労働を不断に支配する力となって現われる。
か くして次のよ うに言 うことがで きる。
ス{ス は資本家的商品の価値規定においても投下労働価値論を一貫させてい
る。 このことに よって彼は富の源泉を労働にお くことができた。そ して,生 産
における資本家と労働者との内的関係を把握す ることができた。他方,ス ミス
は資本 と労働 との交換においては投下労働価値論を放棄 して支配労働価値論を
採用 した。 このことによって,彼 は価値所持労働を価値形成 ・価値増加労働 と
みなすのであるが,土 地所有と資本蓄積が導入され る歴 史理論的段階以降では
商品と貨幣は資本性格をもつと正 しく認識できた。
6.ス ミス三位一 体 範 式
これまでみてきたように,ス ミスはいかなる特殊利害にもとらわれない観察
者 となって生産を内面的に分析す る。そのス ミスは,同 時に,歴 史に生きる主
体 として対象を人間の意識に現象す るところで把握 しようとする。彼は利害に
とらわれた個 々の当事者の立場にたち,当 事者の感情と行為についてゆ こうと
す る。彼は,当 事者の事情に精通 した うえでどこまで もその人の主観について
ゆ く観察者 となる。 目的原因の世界を知 らず して作 りあげて しまう作用原因の
世界,と い うよりはむ しろ,目 的原因の世界が内面的に認識されたか らにはお
もいっき りそ こにおいて生きることを要求される作用原因の世界、経済の客観
的世界を しるしづけてつ くりあげていく主観の世界,そ の世界をス ミスは描 く。
彼の人間は,生 産の内面か ら出てきたところで,つ まり交換や分配 ・競争のな
かで生きいきと動 く。彼の人間は,市 民社会の表面で自己に自然な意識を形成
す ることをつ うじて,資 本家社会を内面的に構成 していく。 ス ミスは,自 分 自
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身その形成に参加 している社会を認識す るために,そ の社会のなかの利害当事
者の事情に精通 してその人がどう感 じどう考えてい るかを知ろ うと努める。そ
して,当 事者の主観的意識を隈な く見つめた うえで,主 観的認識方法に よって
とらえられた特殊利害が内面的認識方法に よってとらえ られた一般利害 と結合
するような社会を自覚的につ くりあげること,そ のことが問題 となる場面にス
ミスはぶつかるのである。
利潤源泉を労働にもとめたまさにその内的科学的営みのなかで,ス ミスは,
資本家の立場にたって利潤源泉を主観的に とらえる。富の主窺的認識。 このこ
.とは前節ですでに引用 した文章でなされていた。傍点部 分に 注 意 されたい。
「資財が特定の人 々の手中に蓄積されて しまうやいなや,か れ らの うちの
あるものは,自 然 とそれを,勤 勉な人々に仕事をさせるのに使 用するだろ う。
かれ らはその人 々に原料 と生活資料を供給 して,そ の人 々の製作物の販売に
よって,ま たは,そ の人々の労働が原料の価値に追加す るところのものによ
って,利 潤を得 ようともくろむだろ う。完製品を貨幣か労働か他の諸財貨 と
交換するさいに,原 料の価格 と職人の賃金を支払 うのに十分であるだろ うと
ころをなお越えて,あ るものがその仕事の企業者の利潤 として与えられなけ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
ればな らない。彼はこの冒険に 自分の資財をさらすのであ る。それゆえ,職
人が原料に追加する価値はこのばあいには二つの部分に分解 し,その うちの
一つはかれ らの賃金を支払い,他の一つはかれ らの使用者が前払い した原料
　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 　
と賃金 との全資財にたいす る彼の利潤を支払 う。 もしも彼が,彼 の資財を回
収す るのに十分であるところよりも多 くのものを,か れ らの製作物の販売か
　 ひ 　 　 　 　
ら期待するのでないならば,彼 はかれ らを使用するのになんの興味 ももてな
　 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
いだろ う。そ して,も しも彼の利潤が彼の資財の量にたい してある比例をも
　 　 　 　 　 コ 　 　
たないならば,彼 は少い資財 よりも多い資財を使用するのになんの興味もも
ロの
てないだろ う。」
資本家の立場にたてば,利 潤は資本物象にたいするもの,ま たは投下全資本
量にたいす るものであ り,投下労働 とは無縁である。資本家の立 場か らみれば,
⑳17VN,pp.65-66.邦 訳,132頁 。
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利潤は投下費用以上で商品が販売 されたあ とで資本家の手にの こるもので あ り,
追加価値ではない。資本家の頭脳にあっては,利 潤は,支 払労働にたいする不
払労働の関係を意味するものではない。全資本量 と関係づけ られる利潤 とい う
意識からは,剰 余価値創造の観点か らみた不変資本 と可変資本の資本分類は消
え,利 潤の内的源泉は隠 され,不 変資本か らも利潤は生ずるようにみえる。利
潤は,ま た,投 下資本量に比例す るものであるかぎり,企業者間の競争のなか
で成立する平均利潤であ り,資本家の主観的な期待の対象になる。
利潤は資本家の主観的意識に とらえられた追加価値である。では,追 加価値
の他の分解諸部分,賃 金と地代は,労 働者 と地主の主観にどの ように現象す る
か。そ して一般に,労 働者 ・資本家 ・地主は各自の収入的富である賃金 ・利潤
・地代をなににもとつかせてい るか。賃金 ・利潤 ・地代は内面的認識か らは追
加価値を形成する労働に統一 される。 しか し,それ ら三つの収入的富の源泉は,
資本家的生産に参加する三人の経済的人格か らは,相 互に無関係に,実 に多彩
な表象展開において規定される。収入源泉は次の三つの範式に示され る。
労働一 賃金
∫資本_禾 閏,に
地_地 代
以下,順 をおって展開す る。
A労 働一 賃金
く　ロ
資本家的賃金は,生 産と流通での価値の全運動を見渡す観察者か らみれば,
労働者が生産過程で支出す る全労働量の「部である。だが労働者に とっては賃
金はそのようなものとして意識されない。
「自分 自身のものである基金か ら自分の収入をひきだす者は,誰 でも,そ
れを彼の労働か らか,彼 の資財か らか,ま たは彼の土地か らひきださなけれ
⑱ ス ミスが と らえ よ うとした賃金 は明 白に資本 家的賃金で あ る。 「労働 の賃 金は,
どこに おい て も,労 働 者が一 人の人物 で彼 を使用 す る資 財の所有者 が別 の人物 であ
るばあいに,それが通常 あ るところの もの と理解 されてい る。」(VVN,p.83.邦訳,
160頁)
⑲VVN,P.69.邦 訳,139頁。,
雲
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ご　リコ
ばな らない。労働か らひきだされ る収入は,賃 金 とよばれる。」
労働者の所右物である労働力能は,生 産過程で,実 際に支出される労働 とな
る。労働者にとっては(一 資本家にとっても),賃金は労働の一部を指す もの
ではな く,労働全部か らひきだされるものと受け とられる。賃金はまるごとの
労働にたいする報酬だとい う表象が普遍的である。一定価値額である賃金が,
およそ価値物ではない労働に対置される。
賃金は労働の報酬である。 こう言っても科学的に正 しい場合は,未 開の独立
商品生産者社会においてである。
「労働の生産物は,労 働の自然的報酬または自然的賃金を構成す る。」
「土地 の領有 と資財の蓄積に先行す る事物のこの本源的状態においては,
労働の全生産物は労働者に属す る。彼は彼 と分かちあ う地主も親方 ももたな
{20〕L
,い 。」
資本家社会では独立商品生産者関係は消える。 ところが,後 老の生産関係の
もとでのみ妥当な 喝璽労働一賃金"の 意識は,労 働 力能を自己の財産 とす る労働
者が私的所有者 として他の私的所有老である資本家 ととりむすぶ関係において
再生産 され る。労働者は資本家 と同 じく商品所有者であ り,同等な権利をもっ
た市民として,資 本家とめ契約関係にはいる。 この市民社会において,資 本家
は労働老か ら 「労働」 とい う労働力商品の使用価値を買い,資 本家はそれ とひ
きかえに労働力商品の交換価値を労働者に支払 う。労働者はその交換価値 ・賃
金をもって自分の生活資料を買 う。労働者が生産生活のなかで賃金にたい して
ある意識を直接にいだ く時は,こ れか らなされるある仕事にたい して資本家 と
契約を結ぶ とき,あ るいは,仕 事を終 えたあとで資本家か ら実際に賃金を受け
とるときであるσ労働者は資本家 との交換関係のなかでは,'自然に,賃 金を労
働の対価 とみなす。市民社会においては,意 識においては,賃 金は全労働にだ
いするお返 しである。賃金=労 働,労 働=賃 金 とい う等式が人 々の常 識 とな
⑳WN,p.82.邦 訳,157頁。
⑳ 価 格 の構 成 要 素 は賃 金 ・利 潤 ・地 代 で あ る と と もに,そ れ 以上 に 当 事 者 の 意 識 で
は,「 労 働」 ・利 潤 ・地 代 で あ る。cf.,VVN,PP.68,67-68.邦訳,136頁,135頁。
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く　コ
る。 「労働」が賃金の代名詞 となる。
原蓄の過程で労働者は生産手段か らも生活手段か らも引きはなされ,労 働な
るものの所有者 とされる。賃金は労働者の労働を源泉とし,その全労働につけ
られた価格である。
「ある人の所有す る資財が彼を数 日または数週のあいだ維持す るのに十分
であるところよりも多 くないばあいには,彼 はめったにそれか ら収入を引き
だそ うなどとは考えない。彼はそれをできるかぎ り節約 して消費 し,それが
　 　 　 　 　 　
全部消費され るまえに,そ れに代わ りうるあるものを彼の労働に よって獲得
　 　 　 　 　 　
しよ うと努 力す る。 この場合,彼 の収入は彼 の労働 のみか ら引 きだ され る。
ご　　り
これは,あ らゆる諸国における労働貧民の大部分のものの状態である。」
B資 本一 利潤
ス ミスは,資 本一 利潤の範式において,市 民的合理の世界をもっとも豊か
に内容展開す る。種 々の利潤規定が一一見 して無秩序になされるが,そ れ らは資 ・
ま
本家の身になって考えれば自然な利潤規定であ り,市民社会の内的運動を経験
的に表徴する指標である。 この意味で,主 観的な利潤規定は社会認識するため
に不可欠である。
スミスは重農主義的な利潤規定を批判 して,利 潤 と賃金 とを区別することか ●
ら始める。資本家の利潤は監督指揮労働をする資本家にたいす る賃金なのでは
ない。利潤 と賃金は異なる原理によって規定される。ス ミスは言 う。
「利潤は使用される資財の価値に よって全面的に規制 され,こ の資財の量
に比例 して大きかった り小さかった りである。た とえば,あ る特定の場所で,
製造業資財の普通の年々の利潤が10パ・一セソ トであ り,そ こには二つの異な
った製造業があって,そ れ らのおのおのでは20人の職人が各人年に15ポソ
⑳WN,p.279L邦 訳,448頁。
参照。 「どの商品で もそれの全価格 は,常 に,究 極 的には,そ れ ら三つの部 分 の
うち のあ るものか 他 の ものに,ま た はすべ てに分解 しなけれ ば な らない。 とい うの
は,土 地 の地代 と,そ れ を産 出 し製造 し市場 へ もた らすのに使用 され る全労働 の価
格 とを支払 ったあ とにの とる価 格の部分 は,な んで あれ必然的 にそれ は誰 かに とっ　
ての利 潤であ るに ちが い ないか らであ る。」(VVN,p.69.邦訳,138頁) 、
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ドの割合 で,つ ま り,各 製造工場 では年に300ポン ドの費用 で使用 されてい
ると想定 しよ う。 また,一 方 において年 々に加工 され る粗製原料は700ポン
ドしか費用 がかか らず,そ れにたい して他方 におけ る精製原料は7,000ポソ
ドの費用 がかか る と想定 しよ う。年 々に使用 され る資 本は,こ の場 合,一 方
では合計1,000ポソ ドに しかな らず,こ れ にたい して他方で使用 され る資本
は合計7,300ポソ ドにな るだ ろ う。 それゆ え,10パ ーセ ソ トの率では,一 方
の企業者は約100ポソ ドの年利潤 だけ しか期待 しないだろ う。 これにたい し
て他 方の企業者は約730ポン ドを期待す るだ ろ う。 しか し,か れ らの利潤は
その よ うに非常に異な るに もかかわ らず,か れ らの監督指揮労働は まった く
同一か,ま たはほ とん ど同一 であるだ ろ う。多 くの大作業場では,こ の種 の
　 　 　 　 　
労働のほ とんどすべては しば しば主任書記にまかせ られている。彼の賃金は
εあ藍替指樟勇働あ価値を遙功オ蓑現ナる。その賃金を定めるときには,彼
の労働 と熟練にたい してだけではなく,彼におかれる信頼にたい してもある
考慮がは らわれるのが普通であるけれども,そ の賃金は,彼 がその管理を監
`235
督する資本にたい してある規則的な比例をもつ ことはけっしてない。」
'
利潤 と賃金 との区別は,資 本家の頭のなかでおこなわれている。投下資本量
に比例する利潤 それは,自 由競争をおこな う資本家にたい して所与のもの と、
して前提される平均利潤である。利潤のこの主観的規定に対応 して,賃 金も主
観的に 「労働の価値」 と把握され る。生産に参加す る資本家に とっても労働者
ロ ヨ
に とって も,賃金は,労 働老の全労働を価値的に表現するまことに適切な形態
と映 る。その うえ,賃 金は資本家による労働評価によって実際にはきめられて
いるとい う側面がある。賃金は労働者の労働量 ・手腕 ・信用を考慮す る資本家
の主観的行為によってきめられ る。
次にスミスは利潤 と利子 との関連を考察する。 このばあいで も,ス ミスの考
察の中心は資本家の立場にたった利潤規定であ り,とくに機能資本家の立場に
たったそれである。彼によれば,利 子生み資本は産業資本に従属 し,利子収入
は利潤収入を源泉にする。分析的にみれば,利 子は利潤の一部であ り,利子は
㈱VVN,p.66.邦 訳,133頁 。
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利潤か らの 「派生的収入」である。利子の大きさは利潤の大きさに比例する。
「それ[一 資財〕を 自分 自身で使用 しないで他人に貸す人によって,そ れ
か ら引きだされ るものは,利 子または貨幣の使用料 とよばれる。それは借手
が貸手に支払 う補償であ り,借手がその貨幣を使用す ることで獲得す る機会
をもつ利潤にたいする補償である。その利潤の一部は当然に,危 険をおか し
て労を惜 しまずに貨幣を使用する借手に属する。そ して他の一部は,こ の利
潤を獲得する機会を借手に与える貸手に属する。貨幣の利子は常に派生的収くまつ
入であ る。」,
,「次の ことが格率 として規 定 され うるだろ う。貨幣の使用に よって多 くの
ものが獲得 され うる ところでは どこで も,、その使用にたい して通常多 くの も
のが与 え られ るだ ろ う。そ して,そ れに よって獲得 され うるものが少い とこ
で　リコ
ろではどこでも,そ れにたい して通常わずか しか与え られないだろ う。」
利子は利潤に解消される。利潤が生産過程 との関連の跡をの こすかぎ り,利
子源泉は生産の内面的関係に近づく。 しか し,貨幣資本の貸借関係にある当事
者に とっては,利 子は一定貨幣額か ら生 じ,貸付貨幣にたいする価格であると
観念される。 ヒューム的に反省 してみて,貸 手が借手に貸付けるのは貨幣では
なくその貨幣で購買 しうる資財であ り,利子はその資本的資財か ら引きだ した
モ　
収入であると言 うことはできるだろ う。それでも,貸手(貨 幣所有者)の 直接
的意識にあっては剰余価値生産の媒介的過程は消え,価値物である貨幣か ら利
子が生ず る。利子は 「貨幣の使用料」であ り,貨幣につけ られた価格であ り,
「貨幣の利子」である。
利子が貨幣資本の貸借関係のなかで規定されるようになると,利潤の不労所
得性は消える。利潤を主観的に規定するス ミスの資本家がいかなる利害にたっ
ものであるかが露呈される。利潤を引きだす者は,「 危険をおか して労を惜 し
⑳WN,PP・69-70・ 邦 訳,139-140頁 。
伽VVN,p.105.邦 訳,193頁 。
⑳cf.,DavidHume,Essaysandtreatisesonseveralsubjects。
Edinburgh,1768.ed,,byEugeneRotwei㎡1955.PP.56-57.参照,
田 中 敏 弘 訳rヒ ュ ー ム経 済 論 集 』 東 京 大 学 出 版 会,1967年,81頁 。
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まずに貨幣を使用する」機能資本家である。利子を引きだす者は,生 産にはま
ったく手を くださず,た だ 「利潤を獲得する機会を借手に与える」だけの所有
資本家である。資本は所有と機能とに分裂 している。機能資本家にとっては,
所有の力によって獲得される利子こそが不労所得であって,貨 幣資本を生産的
に使用することによって獲得される利潤は不労所得ではない。機能資本家に と
っては,む しろ,利 潤は経営者的な指揮監督労働にたいする賃金だと表象され
るほ うが自然である。分析的にみれば,利 子は利潤か らの派生的収入であ り,
利潤は労働に帰着するか ら,貸付資本家も機能資本家も労働者にたい しては共
同の搾取者である。 ところが,共 同搾取者間の分配関係にあっては,貨 幣所有
者が資本家であ り,貨幣使用者である機能資本家は賃労働者であるように見え
て しま うのである。
利潤は機能資本家の労働にたいする報酬 ・賃金である。その賃金を資本家は
ほかな らぬ自分 自身にたいして支払 う。それは,賃 金であるかぎり労働者にた
い して とおなじく,生産に先だって前払いされねばな らない。利潤は資本家が
自分 自身にたい して前払いす る自家報酬だ。資本家の表象にはそのよう.な重農
主義的利潤規定が復活する。学説史的にはス ミスに よって批判 された利潤規定
が,ス ミスの資本家の頭にあっては自然なもの となって再現される。
「彼[一 商品を生産 して市場にもって くる人]の 利潤は彼の収入であ り,
彼の生計の適切な資金である。彼は,財 貨を調製 して市場に もたらすそのあ
いだに,彼 の職人にかれ らの賃金を,す なわちかれ らの生計費を前払いする
ように,彼 は 自分 自身にたい して同様に して彼自身の生計費を前払いする。
その生計費は,一一般に,彼 が自分の財貨の販売から当然に期待 しうる利潤に
相当する。それゆえ,も しも財貨が彼に この利潤をもたらさなければ,財 貨
が真に彼に要 したとまったく適切に言われ うるものを,財 貨は彼に払戻さな
く　 カ
い。」
前払 い と しての利潤,費 用 としての利潤,こ の利潤規 定は ケネーの利潤規定
とまった く同 じである。 ・
㎝PVN,p.73.邦 訳,144頁 。
